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１．ねらい 

 みなさんの身
み

の回
まわ

りには、さまざまなものがあると思
おも

います。 

ものは、  大
おお

きなもの、小
ちい

さなもの 

長
なが

いもの、短
みじか

いもの 

重
おも

いもの、軽
かる

いもの 

など様々
さまざま

ですよね。 

 

ものは、私
わたし

たちが見
み

るときに、ある条件
じょうけん

がそろうと、私
わたし

たちの

目
め

には、実際
じっさい

より「大
おお

きく」見
み

えたり、「小
ちい

さく」見
み

えたりする場合

があることを知っていますか？ 

私
わたし

たちの目
め

や耳
みみ

は、からだの外部
が い ぶ

の情報
じょうほう

をキャッチする感覚
かんかく

器官
き か ん

と呼
よ

ばれていますが、ある条件
じょうけん

がそろうと、感覚器官から入っ

た情報
じょうほう

は、同時
ど う じ

に近
ちか

くにある情報
じょうほう

に惑
まど

わされて、正確
せいかく

ではない処理
し ょ り

をしてしまうことがあるからなのです。 

心
こころ

の学問
がくもん

である心
しん

理学
り が く

の不思議
ふ し ぎ

さの一部分
いちぶぶん

を体験
たいけん

しましょう。 


